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１.はじめに 

この度は、平面直角座標・経度緯度 相互変換ツール「xy2keido」をご利用いただき、ありがと

うございます。本ツールは、大量の平面直角座標と経度緯度をワークシート上で相互変換できる大

変便利なフリーツールです。 

 

 

                              2016.11 

                              シビルワークス 

 

２.動作システム 

 
必要システム 

オペレーティングシステム(OS) Windows 7/8/8.1/10 

以降 (32bit/64bit) 

プロセッサ Pentium４ 2GHz以上 

 

ディスプレイ 17inch 以上 

画面解像度 1,024×768 ドット以上 

メモリ 500MB 以上 

 

マウス 本体に対応し、日本語 MicrosoftWindows

で使用可能なもの 

必須ソフト並びに 

対応 EXCEL バージョン 

Microsoft EXCEL 2010 以降 

 

 

 

 

３.起動方法 

本ツールは、Excel上で動作するツールです。Exce2010以降のバージョンでお使い下さい。 

インストールやアンインストールは不要です。 

XY2keido.xlsmを起動し、マクロ有効にてお使い下さい。 

なお、具体的な使用方法については、後述の 6.使用方法の項をご覧下さい。 
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４.本ツールの機能 

本ツールでは、下記の２種類の計算が可能です。 

          

 

1、緯度・経度への換算・・・・ 平面直角座標から緯度、経度へ換算します。   

2、平面直角座標への換算・・・ 緯度、経度から平面直角座標へ換算します。   

 

 

 

５.計算方法 

本ツールは、国土地理院の測量計算サイトの「4、平面直角座標への換算」と「5、緯度、経度へ

の換算」で公開されている算式を用いて変換をおこなっています。   

       

■国土地理院測量計算サイト･･･http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/main.html 

      

          

なお本ツールは、弊社作成の「ユーザー定義関数(VBA)」を用いて換算をおこなっております。 

  

        

①「緯度・経度への換算」に使用するユーザー定義関数    

      

 position1(X 座標,Y座標,測地系,系番号,単位,種別)    

     

  ここに、X座標： 平面直角座標系の X座標(m)    

   Y 座標： 平面直角座標系の Y座標(m)    

   測地系： 世界測地系、日本測地系から選択します。  

   系番号： 平面直角座標が該当する系番号を、1～19から選択します。 

       単位： 換算結果の緯度経度等の単位を、「度」、「度分秒」から 

選択します。      

   種別： 求めたい値の種類を数値で設定します。 

(1=緯度、2=経度、3=真北方向角、4=縮尺係数) 

            

②「平面直角座標への換算」に使用するユーザー定義関数    

      

 position2(緯度,経度,測地系,系番号,単位,種別)    

     

  ここに、緯度： 緯度の値を設定します(単位は、「単位」の設定に合わせて 

「度」もしくは「度分秒」で設定します)   

   経度： 経度の値を設定します(単位は、「単位」の設定に合わせて 

「度」もしくは「度分秒」で設定します)  

   測地系： 世界測地系、日本測地系から選択します。  

   系番号： 平面直角座標が該当する系番号を、1～19から選択します。 

   単位： 緯度経度等の単位を、「度」、「度分秒」から選択します。 

           種別： 求めたい値の種類を数値で設定します。 

(1=X座標、2=Y座標、3=真北方向角、4=縮尺係数)  

 

 なお換算式の詳細については、後述の「9、換算式について」をご参照下さい。 
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６.使用方法 

６-１.緯度・経度への換算 

１）入力方法 
平面直角座標→緯度経度への変換は、「緯度経度への変換」シートにておこないます。 

下図の①→②→③と設定した後、最後に④の XY座標値を入力します。 

入力が完了すると、自動的に右側の計算結果欄に、緯度経度等が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）測地系について 
測地系については、「世界測地系」と「日本測地系」のいずれかを設定して下さい。測地系の説

明については割愛しますが、「世界測地系」か「日本測地系」かで、距離にして数百メートルの差

異が生じる場合がありますのでご注意下さい。 

 

 

①測地系を「世界測地
系」と「日本測地系」か
ら選択します。

②系番号を1～19
から選択します。

②系番号が不明な場合は、
座標の場所(都道府県)を指
定することで、間接的に系
番号を設定可能です。

③緯度経度等の単位の表記法
を、「度」、「度分秒」から選択しま
す。

平面直角座標の設定値をす
べて消去します。

マウスで選択して
いる行にある「緯
度/経度」の位置
を、Web地図上に
表示して確認でき
ます。(ネット接続
が条件)

④平面直角座標の値
(x,y)を入力します。

灰色のエリアは、項目もしくは計算式の設定エリ
アです。算式欄にはユーザー定義関数を設定し、
各値を求めます。
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３）系番号について 
設定する平面直角座標値が該当する系番号を、1 系～19 系から設定します。なお本ツールでは、

都道府県名から間接的に系番号を設定する「都道府県から選択」ボタンを追加しておりますのでご

活用下さい。 

なお、「北海道」「東京都」「鹿児島県」「沖縄県」は同一県内に複数の系番号が設定されてい

ますので、二次選択欄で系番号を決定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

座標の場所
を都道府県
リストから選
択します。

選択した都道府県名から、
該当する系番号を表示しま
す。
なお、1つの都道府県に複
数の系番号が設定されて
いる場合は、複数の系番
号が表示されます。

複数の系番号が設定されている
場合は、ここで二次選択します。
設定の際は、系番号位置図もし
くは系番号一覧表を参考にして
下さい。

最終的な系番号
を、ワークシート
の系番号設定欄
に入力します。

系番号位置図も
しくは系番号一
覧表を表示しま
す。
系番号の二次
選択を行う場合
に参考にして下
さい。
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４）緯度経度を地図上で確認する 
 

ネット接続されている PCであれば、計算結果で得られた緯度経度の位置を web地図上(地理院地

図)で確認することが出来ます。方法は、確認したい緯度経度のあるセル行を選択し、「緯度経度の

位置を web地図上で確認する」ボタンを押すだけです。地図上の十字線中央が緯度経度の位置とな

ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         図 地理院地図上に緯度経度の位置を表示 

このように、国土地理院の地理院
地図が表示されます。
十字線の中心が緯度経度の値の
位置となります。
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６-２.平面直角座標への変換 

１）入力方法 
緯度経度→平面直角座標への変換は、「平面直角座標への変換」シートにておこないます。 

下図の①→②→③と設定した後、最後に④の緯度経度を入力します。 

入力が完了すると、自動的に右側の計算結果欄に、緯度経度等が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

測地系、系番号等の設定については前項と同じですので割愛します。 

 

 

 

 

６-３.一度に計算可能なデータ数と追加方法 

初期設定では、２５０個(行)のデータを一度に計算できますが、データ数が多い場合は計算表を

下方にコピーしていただくだけで、計算可能なデータ数をいくらでも増やすことが出来ます。 

(コピーする場合は A列から M列までを下方にコピーするようにして下さい。) 

また本ツールはユーザー定義関数を使用しているため、本ツール内であればどのシートやセルで

も計算結果を得ることが出来ます。従って、ユーザー側で新たにシートを追加して、任意のセルに

計算結果を表示することもできるなど、とても自由度と応用性の高いツールとなっています。 

 

①測地系を「世界測地
系」と「日本測地系」か
ら選択します。

②系番号を1～19
から選択します。

②系番号が不明な場合は、
座標の場所(都道府県)を指
定することで、間接的に系
番号を設定可能です。

③緯度経度等の単位の表記法
を、「度」、「度分秒」から選択しま
す。

平面直角座標の設定値をす
べて消去します。

マウスで選択している
行にある「緯度/経度」
の位置を、Web地図上
に表示して確認できま
す。(ネット接続が条件)

④緯度経度の値を入力します。単位は、③の「緯度経度の単位」に合わせて入力して下さい。
【入力例】
35度7分5.621秒を入力する場合、
①単位が「度」の場合・・・・・・・35.1182281(度に換算)と入力
②単位が「度分秒」の場合・・・350705.621と入力(dddmmss.sss形式)

灰色のエリアは、項目もしくは計算式の設定
エリアです。
算式欄にはユーザー定義関数を設定し、各
値を求めます。
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６-４.計算結果の丸め処理について 

計算結果の小数丸め処理は下記のとおりです。距離精度 1/10mmを目安に定めました。 

なお計算表では、列幅の関係で小数以下の末端の一部を表示していない場合があります。 

 

計算項目 単位 計算結果の丸め処理 

平面直角座標 m 小数点第 ５位以下四捨五入 

緯度経度 
度 小数点第１０位以下四捨五入 

度分秒 小数点第 ６位以下四捨五入 

真北方向角 
度 小数点第１０位以下四捨五入 

度分秒 小数点第 ６位以下四捨五入 

縮尺係数   小数点第１０位以下四捨五入 

 

 

 

７.VBA ソースコードの無償提供について 

ユーザー定義関数(VBA)のソースコードを無償で提供することが可能です。ご希望の方は、弊社

ホームページからメールにてご連絡下さい。 

ソースコードがあれば、様々なツールや Excel ファイルに組み込んで利用できるようになり、大

変便利かと思います。 

但し、ソースコードの無償提供は、弊社の有料ソフトウェアを保有しているユーザー様に限定さ

せていただきます。 

何卒ご了承下さいませ。 

 

 

連絡先 シビルワークス(civilworks) 

メールアドレス civilworks@kxe.biglobe.ne.jp 

ホームページ http://www.civilworks.jp/ 

 

 

 

８.注意事項 

本ツールを使用する際は、下記事項にご注意下さい。 

 

・本ツールの著作権は、弊社シビルワークスに帰属します。 

・本ツールの掲載/再配布は、事前に弊社までメールにてお問い合わせ下さい。 

・本ソフトの使用により何らかの損害が生じても、弊社では責任を負いかねます。 

・お問い合わせにつきましては、弊社ホームページよりメール連絡をお願いいたします。 

 

 

 

９.換算式について 

平面直角座標→緯度・経度への換算式ならびに、緯度・経度→平面直角座標への換算式は、次ペ

ージの通りです。いずれも国土地理院のホームページに公開されているものです。 

 

 

９-１.平面直角座標→緯度・経度への換算式 
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緯度・経度への換算式は、国土地理院の下記サイトより
http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/surveycalc/algorithm/xy2bl/xy2bl.htm
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９-２.緯度・経度→平面直角座標への換算式 

緯度・経度→平面直角座標への換算式は次ページのとおりです。 
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平面直角座標への換算式は、国土地理院の下記サイトより
http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/surveycalc/surveycalc/algorithm/bl2xy/bl2xy.htm
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１０.サポート 

フリーツールですので、サポートは簡易的なものとさせていただきます。必要な場合のみ、メー

ルにてご連絡下さい。また、最新版はホームページにて随時掲載いたしますので定期的にご確認く

ださい。 

なお注意事項でも記しましたが、本ツールのご使用によるいかなる損害にも応じられませんこと

を予めご了承ください。 

 

 

連絡先 シビルワークス(civilworks) 

メールアドレス civilworks@kxe.biglobe.ne.jp 

ホームページ http://www.civilworks.jp/ 
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